
　
改
修
工
事
費
　

①
銅
板
御
屋
根
の
葺
き
替
え
　
　
　
　
　 

　
　
　
五
、
二
〇
〇
万
円

②
木
材
外
壁
部
の
張
り
替
え
・
防
水
対
策
工
事
　 

一
、
八
〇
〇
万
円

③
周
辺
整
備
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
合
計
　
　
七
、
五
〇
〇
万
円

　
奉
祝
費

一
、
奉
祝
大
祭
、
奉
祝
式
典
、
　
　

　
　
殿
内
掲
額
、
事
務
費
、
予
備
費 

　
　
　
 　 
一
、
〇
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
総
合
計
　
八
、
五
〇
〇
万
円

石
鎚
神
社  

中
宮
土
小
屋
遙
拝
殿  

御
鎮
座
五
十
周
年
奉
祝  

改
修
工
事
奉
賛
会

奉 賛 金 額
2,000円未満
2,000円以上
１万円以上
５万円以上
10万円以上
20万円以上
30万円以上
50万円以上
100万円以上

ご芳名
○
○
○
○
○
○
○
○
○

銅板記名

○
○
○
○
○
○
○
○

御神札

○
○
○
○
○
○
○

記念品

○
○
○
○
○
○

感謝状

○
○
○
○
○

掲  額

○
○
○
○
○

ご案内

○
○
○
○
○

ご奉賛頂きました皆様へは、下記の対応をさせていただきます。

◎ご芳名　　 全てのご奉賛者のご芳名は、土小屋遙拝殿に永久保存
◎銅板記名　 銅板へお名前を記名
　　　　　　 ※銅板記名応対は、御屋根葺き替え完成直前まで。
◎銅板奉納　※１口・2,000円。・本社、土小屋遙拝殿社頭にて。
　　　　　　・お名前の記入は１名とさせていただきます。
　　　　　　・受付は、お世話人様を通じて。
※下記は、工事完成後に応対させて頂きます
◎御神札　　本奉賛会にて特別に奉製された御神札
◎記念品　　本奉賛会、記念品
◎感謝状　　本奉賛会、感謝状
◎掲額　　　土小屋遙拝殿内に、ご芳名を掲額
◎ご案内　　奉祝大祭にご案内

【
十
日
（
日
）
午
前
十
一
時
半
】

　
御
神
像
頂
上
社
出
御
祭

 

【
同
　
正
午
　
出
御
】

　
頂
上
社
に
て
御
神
像
出
御
祭
が
行
わ
れ
、

　
三
体
の
御
神
像
は
信
徒
に
背
負
わ
れ
成
就

　
社
へ
と
下
向
さ
れ
ま
す
。

 

【
同  

午
後
二
時
頃
】

　
御
神
像
成
就
社
著
御
祭

　
三
体
の
御
神
像
が
成
就
社
に
ご
到
着
、
勇

　
壮
な
お
練
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

 

【
十
一
日
（
月
）
午
前
七
時
】

　
御
神
像
成
就
社
出
御
祭

　
三
体
の
御
神
像
が
大
保
木
・
石
鎚
両
氏
子

　
の
皆
様
に
よ
り
御
輿
に
担
が
れ
本
社
へ
ご

　
出
発
。

 

【
同  

正
午
頃
】

　
御
神
像
本
社
著
御
祭

　
御
神
像
が
本
社
に
ご
到
着
。
後
、
御
神
像

　
拝
戴
神
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
六
月
三
十
日
（
木
）
午
前
七
時
半
】

　
御
神
像
本
社
出
御
祭

　
三
体
の
御
神
像
が
大
保
木
・
石
鎚
両
氏
子

　
の
皆
様
に
よ
り
御
輿
に
担
が
れ
成
就
社
へ

　
ご
出
発
。

 

【
同
　
午
後
三
時
半
】

　
御
神
像
成
就
社
著
御
祭

　
三
体
の
御
神
像
が
成
就
社
に
ご
到
着
。

【
七
月
一
日
（
金
）
午
前
六
時
半
】

　
御
神
像
成
就
社
出
御
祭

 

【
同
　
午
前
七
時
　
出
御
】

　
三
体
の
御
神
像
が
信
徒
に
背
負
わ
れ
、

　
頂
上
社
を
目
指
し
ま
す
。

 

【
同
　
午
前
十
時
】

　
　
　
　
　
　
　
初
日
祭

　
三
体
の
御
神
像
が
頂
上
社
に
ご
到
着
。

　
各
社
に
て
初
日
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

 

【
二
日
（
土
）
】

　
こ
の
日
よ
り
女
人
登
拝
開
始

 

【
四
日
（
月
）
】

　
道
後
温
泉
源
泉
を
以
て
御
神
像

　
御
身
拭
い
神
事
。
四
社
に
て
。

 

【
五
日
（
火
）
午
前
十
時
】

　
　
　
　
　
　
　
中
日
祭

　
各
社
に
て
中
日
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

 

【
六
日
（
水
）
午
前
十
時
】

　
成
就
社
に
て
「
当
病
平
癒
祈
願
祭
」
が
行

　
わ
れ
ま
す
。

 

【
七
日
（
木
）
午
後
七
時   

　
　
　
　
　
成
就
社
七
夕
】

　
夜
の
神
事
に
て
「
神
楽
舞
奉
納
」
が
あ
り

　
ま
す
。
是
非
各
旅
館
に
ご
宿
泊
し
、
ご
参

　
列
下
さ
い
。

　

 

【
同
　
本
社   

七
夕
】

　
短
冊
に
願
い
を
込
め
て
。

　
本
社
・
本
殿
に
短
冊
を
準
備
し
て

　
い
ま
す
。

　
（
数
に
限
り
有
り
）

　
皆
様
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て
い

　
ま
す
。

　

 

【
十
日
（
日
）
午
前
十
時
】

　
　
　
　
　
　
　
終
了
祭

　
各
社
に
て
終
了
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
石
鎚
毘
古
大
神
様
の
御
神
徳
を
三
体
の
御
神
像
に
表
し
て
お
り
ま
す
。

　
作
法
は
各
教
会
・
遙
拝
所
に
て
独
自
の
作
法
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
倣
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
左
記
の
事
柄
に
つ
い
て
は
守
る
べ
き
作
法
と
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
心
得
を
必
ず
守
ら
れ
、
素
晴
し
い
お
山
開
大
祭
・
御
神
像
拝
戴
で
あ
り

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
一
、
奉
仕
者
は
御
山
衣
（
お
や
ま
ぎ
）
を
着
用
。

　
一
、
拝
戴
者
も
御
山
衣
が
望
ま
し
い
。

　
一
、
仁
（
玉
持
ち
）
智
（
鏡
持
ち
）
勇
（
剣
持
ち
）
の
御
神
像
の
順
に
　
　
　

　
　
　
拝
戴
を
進
め
る
。

　
一
、
御
神
像
は
、
片
手
で
奉
持
し
な
い
。

　
　
　
自
分
の
胸
の
高
さ
以
上
に
て
奉
持
す
る
。

　
　
　
御
神
像
の
頭
部
、
首
部
に
は
、
手
を
触
れ
な
い
。

　
一
、
拝
戴
は
拝
受
者
の
背
中
の
み
と
す
る
。

　
　
　
身
体
の
正
面
（
吐
く
息
が
か
か
る
）

　
　
　
腰
よ
り
下
（
不
敬
で
あ
る
）
は
拝
戴
し
な
い
。

　
一
、
御
神
像
の
写
真
、
ビ
デ
オ
撮
影
等
は
不
敬
で
あ
る
。

　
　
　
絶
対
厳
禁
と
す
る
。

御
神
像
拝
戴
に
於
け
る
心
得

令
和
四
年   

夏
山
開
き
大
祭
日
程
ご
案
内

玉
持
、
仁
の
御
神
徳
を
表
し
ま
す
。

家
内
安
全
、
当
病
平
癒
を
守
り
ま
す
。

鏡
持
、
智
の
御
神
徳
を
表
し
ま
す
。

農
業
、
工
業
、
商
業
、
漁
業
の
繁
栄
、

学
業
成
就
を
守
り
ま
す
。

剣
持
、
勇
の
御
神
徳
を
表
し
ま
す
。

勇
気
、
忍
耐
を
す
す
め
、
悪
事
を
除
き
、
危
機

か
ら
守
り
ま
す
。

和
魂
（
に
ぎ
み
た
ま
）…

奇
魂
（
く
し
み
た
ま
）…

荒
魂
（
あ
ら
み
た
ま
）…

（6月30日　本社）

（7月10日　成就社）（7月11日　本社）

（6月30日　成就社）（7月1日　成就社）（本社　七夕） （7月４日　道後お湯奉納）

（
写
真
は
全
て
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
も
の
で
す
。）

あなたは一晩にいくつ流れ星を見たことがありますか☆彡

頂上山荘の予約お問合せ番号

080-1998-4591

「風が頬を刺し、僅かな緊張の中迎える御来光
自分まで新しくなったよう」

「
雲
海
に
包
ま
れ
る
、
下
界
と
離
脱
し
た
浮
遊
感
」

「
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
現
象
　

　
　
霧
に
写
る
自
分
の
影
が
虹
色
に…

感
動
し
ま
す
」さあ、

お山へ行こう

「夕日に染まる暖かな頂上山荘」

石鎚神社 頂上山荘
料金　大人税込9,000円  小学生5,500円  幼児０円
　　　（１泊２食、税込み）
※先達会符を頂上までご持参の方は、上記価格より500円引
営業期間　毎年５月１日～11月３日

頂上に泊まった人だけが
見られる景色がある

後援：愛媛県、西条市、愛媛県石鎚山系エコツーリズム推進協議会、西条市観光物産協会

　
ツ
ツ
ジ
の
時
期
を
迎
え
「
御
山
開
き

大
祭
」
も
目
前
と
な
り
ま
し
た
。
本
社

境
内
の
新
緑
も
鮮
や
か
に
、
ま
さ
に
目

の
覚
め
る
思
い
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
御

山
も
草
木
萌
え
、
命
甦
る
時
を
迎
え
ま
す
。

い
か
な
る
こ
と
が
有
ろ
う
と
も
、
季
節

は
巡
り
、
私
た
ち
に
「
大
切
な
そ
の
時
」

を
迎
え
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
霊
峰
石
鎚
山
の
神
様
の
御
祭
は
、
未

来
永
劫
、
永
遠
に
行
わ
れ
ま
す
。
本
年

の
御
大
祭
は
、
昨
年
よ
り
も
よ
り
一
層
、

例
年
に
近
い
形
に
規
模
を
取
り
戻
し
つ

つ
、
そ
し
て
例
年
通
り
厳
か
に
ご
奉
仕

し
ま
す
。

　
全
て
を
祓
う
、
そ
の
思
い
で
懸
命
に

ご
奉
仕
致
し
ま
す
。

　
先
達
信
徒
の
皆
さ
ま
、
崇
敬
組
合
の

大
祭
・
総
会
等
へ
は
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
お
住
ま
い
の
地
域
に
て
、
お

仲
間
と
の
結
束
を
固
め
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
い
よ
い
よ
迎
え
る
御
山
開
き
大
祭
、

お
揃
い
で
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。
コ
ロ
ナ

禍
対
策
を
、
徹
底
さ
れ
て
の
ご
用
意
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
久
方
振
り
の
御
山
の
参
道
、
ご
一
緒

に
歩
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
準
備
を
、
ご

一
緒
に
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
、
世
界
共
通
の

﹇
公
の
祈
り
﹈
の
時
で
す
。

我
が
家
と
同
じ
く
隣
家
の
幸
せ
を
、
我

が
国
と
同
じ
く
他
国
の
幸
せ
を
、
全
て

の
人
が
お
互
い
の
幸
せ
を
祈
る
こ
と
が

出
来
れ
ば
、
争
い
は
起
き
ま
せ
ん
。
ど

う
ぞ
皆
さ
ま
、
御
山
へ
。
公
の
祈
り
の

時
で
す
。

　
土
小
屋
遙
拝
殿
の
御
屋
根
の
葺
き
替

え
始
め
の
大
工
事
が
堅
実
に
進
捗
し
て

お
り
ま
す
。
全
国
各
地
か
ら
、
ご
奉
賛

の
篤
き
御
心
を
お
届
け
戴
い
て
お
り
ま

す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
工
事
の
冬
季
お
休
み
中
、
工
場
で
は

諸
事
が
進
め
ら
れ
、
今
春
四
月
の
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
開
通
後
に
工
事
は
再
開
し
て

お
り
ま
す
。

　
大
神
様
の
御
社
殿
と
し
て
、
信
徒
の

皆
さ
ま
の
祈
り
の
斎
庭
と
し
て
相
応
し

い
改
修
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
大
神
様

の
御
祭
に
、
信
徒
の
皆
さ
ま
の
応
接
に
、

一
層
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
も
お
見
守
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
謹
ん
で
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　霊
峰
石
鎚
山
は
、
常
に
神
々
し
く
雄
々

し
く
聳
え
立
ち
ま
す
。
私
た
ち
の
一
歩

一
歩
が
、
や
が
て
は
奥
宮
頂
上
社
の
ご

神
前
へ
と
結
ば
れ
ま
す
。
コ
ツ
コ
ツ
と

し
た
積
み
重
ね
。
ま
さ
に
人
生
の
御
教

え
と
存
じ
ま
す
。

　
御
山
を
拝
さ
れ
る
皆
さ
ま
の
ご
神
徳

拝
受
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
御

山
で
の
ご
拝
顔
を
楽
し
み
に
致
し
て
お

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
智
。

神
さ
ま
の
御
祭
、
厳
か
に

今
こ
そ
、

　
公（
お
お
や
け
）の
祈
り
の
時

土
小
屋
遙
拝
殿

御
鎮
座
五
十
周
年 

奉
祝
奉
賛
会

　
石
鎚
神
社
　
第
十
六
代
　
宮
司

　
石
鎚
本
教
　
第
　
六
代
　
管
長

武
智 

正
人

土
小
屋
遙
拝
殿
の
作
業
風
景

皇
紀
二
六
八
二
年

令
和
四
年　

壬
寅 

み
ず
の
え
と
ら

コ
ロ
ナ
禍
対
策
を
万
全
に

御
山
は
招
く

御
山
開
き
大
祭
を
目
前
に
迎
え

謹
ん
で
皇
室
の
弥
栄
と

日
本
国
の
安
泰
、世
界
の
平
和

先
達
信
徒
の
皆
さ
ま
の
健
康
と

お
幸
せ
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
参
拝
に
は
、

自
宅
検
温
の
上
、マ
ス
ク
着
用
、

手
指
消
毒
、会
話
控
え
、

に
ご
協
力
下
さ
い
。

平
日
へ
の
分
散
参
拝
、

石
鎚
古
来
の「
代
理
参
拝
」を

お
勧
め
し
ま
す
。

ご参拝には、コロナ対策の徹底を！！
【 御山開き大祭 神事は例年通り 斎行します 】

・御神像御動座　　本社 ⇔ 成就 ⇔ 頂上
・６月３０日、７月１１日、氏子青年団のご奉仕。
・７月　１日、大分、中予、東予、の崇敬組合を主体にご奉仕。
・７月１０日、西条周桑、備後の崇敬組合を主体にご奉仕。
・ご希望の方のご奉仕を募り、上記コロナ対策の上、厳粛に斎行します。

◇大祭中の御神像御動座、及び、諸応対  　令和４年のみ

◇新会符、先達昇進、教師昇進 のお申込みは、本社、成就社、土小屋遙拝殿へ。

○頂上社、成就社、土小屋遙拝殿、本社にて、神職、役員、奉仕者を限定し、
　御山開き大祭の神事を、例年通り、厳修します。
○コロナ禍の一日も早い鎮静化と、国家安泰、世界平和、すべての命の幸福を、日々、    
　懸命にお祈りします。皆さま、どうぞ、ご一緒にお祈りください。
○７月１日～１５日は、本社境内の、疫病退散「夏越の茅の輪」をご参拝ください。

７月１日～１０日の間の、平日でのご参拝を、
ご代表を選び参拝を託す、石鎚古来の「代参（代理参拝）」をお勧めします。

皆さまの健康と安全を最大限に確保しつつ、神事を例年通り、
厳修することを第一義とします。

〔令和４年４月２４日現在。世情により変更する場合があります。〕

令４.４.２４.

自宅検温、マスク着用、手指消毒、会話控え、にご協力ください。

・御神像拝戴　　　頂上社、成就社、土小屋遙拝殿、本社で、通常に斎行します。
・女人禁制　　　　７月１日、厳守します。
・登山切符　　　　登山切符はございませんが、入山者確認の為、必ず、組合窓口へ
　　　　　　　　お立ち寄りください。リボンをお渡しします。
・成就社　組合　　窓口を開設。昇進、新会符等の受付を行います。
・土小屋　組合　　例年通りに開設。同上。
・救護班　　　　　現在、ご奉仕を依頼中です。
・預かり賽銭　　　各所、窓口にて受付します。本社への郵送もお受けします。
・初穂料　　　　　同上。 
・御祈祷　　　　　同上。
・お守り、御神札　　［頂上社専用の御神札、お守り］は頂上社、［成就社現参守］は、
　　　　　　　　 成就社のみでの授与です。ご参拝の上、お受けください。
・頂上献酒　　　　現在、受付しています。
・現参之儀　　　　現参守は、現参之儀を受けた方のみに授与します。
・当病平癒祈願祭　成就社にて斎行します。組合長経由にてお申込みください。
・頂上山荘　　　　大祭中の宿泊は休止します。昼食、物販は通常に行います。
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